
二
〇
〇
六
年
の
実
績
で
は
、
全
世
界
で
合
計
約
三
七
、

〇
〇
〇
件
の
M
＆
A
が
行
わ
れ
、そ
の
う
ち
米
国
、
欧
州
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
各
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
そ
れ
ぞ
れ
約

一
〇
、
〇
〇
〇
件
の
M
＆
A
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
だ

け
で
見
て
も
二
、
七
七
五
件
の
M
＆
A
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
七
八
・
四
％
が
日
本
企
業
同
士
の
合
併
で
あ
っ
た
。

こ
の
内
数
に
な
る
が
、
近
頃
は
グ
ル
ー
プ
内
企
業
の
統
合

も
増
え
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
変
化
に
対
応
し
て
、

財
務
基
盤
を
よ
り
強
固
に
す
る
、
ま
た
は
、
人
的
資
源

を
効
率
活
用
す
る
目
的
や
、
日
本
版
S
O
X
法
を
受
け

て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
強
化
す
る
、
ま
た
は
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
に
係
る
費
用
を
削
減
す
る
な
ど
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
対
等
合
併
が
一
般
的
だ
が
、
人

事
制
度
の
統
合
に
あ
た
っ
て
は
、
現
行
両
制
度
の
特
徴

を
分
析
し
た
う
え
で
、
新
会
社
の
経
営
方
針
に
照
ら
し

て
最
適
な
も
の
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
難

易
度
は
か
な
り
高
い
。
中
で
も
、
退
職
金
・
年
金
制
度
の

統
合
は
、
関
係
す
る
法
令
が
複
雑
で
、
不
利
益
変
更
と

な
ら
な
い
よ
う
に
新
旧
両
制
度
で
将
来
の
給
付
額
を
検

証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
新
制
度
の
設
計
に
よ
っ

て
、コ
ス
ト
に
大
き
な
影
響
が
出
る
こ
と
か
ら
、
特
に
難

し
い
と
言
え
る
。
企
業
グ
ル
ー
プ
再
編
時
の
退
職
金
・
年

金
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
概
観
し
た
い
。

退
職
金
・
年
金
制
度
の
統
合
に
あ
た
っ
て
検
討
す
べ
き

課
題
は
、
以
下
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。

一
、
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
合
併
後
統
合
ま
で
の
経

過
的
取
り
扱
い

二
、
長
期
的
な
視
点
で
の
最
適
な
制
度
の
選
択（
人
事

の
観
点
、
財
務
の
観
点
）

三
、
既
存
従
業
員
の
移
行
措
置
・
経
過
措
置
の
検
討

（
人
事
の
観
点
、
財
務
の
観
点
）

ま
ず
、
統
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
が
、
退
職
金
・
年
金
制
度

を
合
併
日
に
統
合
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
退

職
金
・
年
金
制
度
は
、
給
与
制
度
や
資
格
・
等
級
制
度

に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
る
も
の
で
、
新
給
与
制
度
、
ま
た

は
、
新
資
格
・
等
級
制
度
が
出
来
上
が
ら
な
い
と
検
討

を
進
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
新
退
職
金
・
年
金
制
度
の
設

計
で
も
数
ヵ
月
要
す
る
が
、
出
来
上
が
っ
て
か
ら
実
施
す

る
ま
で
に
申
請
手
続
き
な
ど
で
半
年
ほ
ど
か
か
る
こ
と

が
そ
の
理
由
だ
。
そ
こ
で
、
合
併
日
時
点
で
は
経
過
的

に
旧
会
社
の
制
度
を
並
存
さ
せ
る
こ
と
が
一
般
的
な
取

り
扱
い
と
な
る
。
退
職
金
・
年
金
制
度
に
は
い
く
つ
か
の

運
営
方
法
が
あ
る
が
、
例
え
ば
、
適
格
退
職
年
金
、
厚

生
年
金
基
金
の
取
り
扱
い
は
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

適
格
退
職
年
金

旧
○
○
会
社
の
従
業
員
に
か
か
る
契
約（「
か
か
る
も

の
契
約
」と
い
う
）と
、
対
象
者
を
限
定
す
る
契
約
に
切

り
替
え
る
必
要
が
あ
る
。
合
併
後
一
年
以
内
の
経
過

的
取
り
扱
い
と
し
て
国
税
庁
に
届
け
出
る
が
、
事
情
が

あ
れ
ば
、
さ
ら
に
延
長
届
け
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
適
年
は
そ
も
そ
も
二
〇
一
二
年
ま
で
に
他
の

制
度
に
切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

厚
生
年
金
基
金

厚
生
年
金
保
険
適
用
事
業
所
単
位
で
の
加
入
と
な
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っ
て
い
る
の
で
、
合
併
し
て
も
、
旧
会
社
の
適
用
事
業

所
を
残
す
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
つ
の
会
社
で
複
数
の
厚
生
年
金
基
金
に
加
入（
ま
た

は
従
業
員
の
一
部
が
特
定
の
厚
生
年
金
基
金
に
加

入
）す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
企
業
一
厚
生
年
金
基
金

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
取
り
扱
い
は
経
過
的
な
取

り
扱
い
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
特
に
期
間
の
定
め
は

な
い
。

次
に
、
長
期
的
な
視
点
で
の
最
適
な
制
度
の
選
択

に
つ
い
て
だ
が
、
人
事
の
観
点
で
は
、
ど
の
よ
う
な
社

員
を
ど
の
よ
う
に
処
遇
し
た
い
の
か
、
退
職
金
・
年
金

制
度
に
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
た
せ
た
い
の
か
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
例
え
ば
、
優
秀
な
人
材
を
外
部
か
ら

積
極
的
に
採
用
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
長
期
に
わ

た
っ
て
勤
め
て
も
ら
う
こ
と
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
必

要
が
あ
る
。
財
務
の
観
点
で
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
。
退
職
金
・
年
金
制
度
は
、

給
与
の
後
払
い
的
性
格
が
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、

そ
う
い
う
観
点
で
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
手
段
の
一
つ
と

見
る
こ
と
も
で
き
る
。
市
場
か
ら
の
資
金
調
達
と
従

業
員
か
ら
の
資
金
調
達
、
ど
ち
ら
が
有
利
か
と
い
う

議
論
は
興
味
深
い
。
年
金
制
度
を
持
て
ば
、
年
金
資
産

運
用
の
問
題
も
生
じ
る
。
も
し
終
身
年
金
の
制
度
を

持
つ
こ
と
に
な
れ
ば
、
従
業
員
の
長
生
き
の
リ
ス
ク
を

会
社
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
と
、
退
職
金
・
年
金
制
度
の
運
営
は
、
生
命
保
険
会

社
を
子
会
社
に
持
つ
の
に
等
し
い
。
生
命
保
険
会
社
を

経
営
す
る
に
は
、
専
門
性
と
し
っ
か
り
と
し
た
ガ
バ
ナ

ン
ス
が
不
可
欠
だ
。
最
近
は
、
確
定
拠
出
年
金
制
度

が
増
え
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
保
険
会
社
を
縮
小
・
廃

止
す
る
こ
と
に
相
当
す
る
も
の
で
、
究
極
の
リ
ス
ク
低

減
手
段
と
な
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度
も
増
え
て

き
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
年
金
債
務
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
は
適
し
て
い
る
が
、
年
金
債
務
と
年
金
資
産

の
総
合
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
は
依
然
と
し
て

残
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
だ
。
少
し
趣
が
変
わ

る
が
、
総
合
型
厚
生
年
金
基
金（
総
合
基
金
）に
加
入

し
て
い
る
場
合
、
こ
の
総
合
基
金
か
ら
脱
退
す
べ
き
か

ど
う
か
も
重
要
な
検
討
課
題
と
な
る
。
総
合
基
金
を

脱
退
す
る
に
は
、
積
立
不
足
の
一
部（
当
該
会
社
が
負

担
す
べ
き
額
）を
償
却
す
る
た
め
に
掛
金
の
一
括
拠
出

を
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
金
額
は
一
人
あ
た
り
一
〇
〇

万
円
を
超
え
る
大
き
な
額
と
な
る
こ
と
も
あ
る
が
、

長
期
的
に
み
る
と
資
金
負
担
が
減
少
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
従
業
員
処
遇
の
観
点
、
財
務
の
観
点
、
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
観
点
か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
と
言
え
る
。

最
後
に
、
既
存
従
業
員
の
移
行
措
置
・
経
過
措
置
だ

が
、
新
制
度
は
新
入
社
員
か
ら
の
適
用
と
し
て
既
存

従
業
員
に
は
従
前
の
制
度
を
引
き
続
き
適
用
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
財
務
的
に
は
こ
れ
が
一
番
影
響
は
少

な
い
。
し
か
し
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
者
の
処
遇
が

入
社
時
期
の
違
い
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
は
極
力
避
け

る
べ
き
だ
。
そ
う
な
る
と
今
度
は
移
行
措
置
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
給
与
比
例
の
制
度
か

ら
確
定
拠
出
年
金
制
度
に
す
る
場
合
、
移
行
時
の
確

定
拠
出
年
金
制
度
の
持
分
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
確
定
拠
出
年
金
制
度
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
が
、そ
の
場
合
は
、

単
に
移
行
時
の
持
分
を
決
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
最

初
の
持
分
を
確
定
拠
出
年
金
制
度
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ

ン
ス
制
度
に
分
け
る
の
か
、
全
額
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス

制
度
の
持
分
と
す
る
の
か
も
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
二
つ
の
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
、
一
時
的
な（
あ

る
い
は
短
期
の
）会
計
上
の
費
用
、
資
金
繰
り
が
大
き

く
変
わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
既
存
従
業
員
の
受
給
権
保

護
の
観
点
か
ら
、
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
も
よ
く

行
わ
れ
る
。
移
行
措
置
、
経
過
措
置
に
よ
っ
て
財
務
的

な
影
響
は
大
き
く
異
な
る
の
で
、
こ
の
意
思
決
定
に
は

財
務
部
門
が
積
極
的
に
関
与
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
で
は
自
社
の
退
職
金
・
年
金
制
度
を
知
っ
て
い

る
従
業
員
は
少
な
い
。
退
職
間
際
、
あ
る
い
は
実
際
に

給
付
を
受
け
て
は
じ
め
て
そ
の
給
付
の
大
き
さ
を
実

感
す
る
。
し
か
し
、
会
社
は
退
職
金
・
年
金
制
度
の
運

営
に
大
き
な
財
務
リ
ス
ク
と
実
際
に
大
き
な
費
用
を

負
担
し
て
い
る
。
企
業
グ
ル
ー
プ
再
編
は
、
会
社
の
生

き
方
を
見
直
す
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
だ
。
た
と
え
両
社

の
制
度
が
似
通
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
安
易
な
統
合

を
図
る
こ
と
な
く
、
従
業
員
が
生
き
生
き
と
働
け
る

環
境
を
作
り
、
資
金
効
率
を
高
め
る
絶
好
の
機
会
と

位
置
づ
け
た
い
。
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